
　岡崎市長

本市では、平成20年８月末豪雨によりお二人の尊い命が失われ、浸水家屋は約3,400棟に及ぶ甚大な被害を受けました。
これらの被害を受け、河川改修や雨水ポンプ場の整備、浸水警報装置の設置や防災緊急メール「防災くん」による災害情報
の提供など、防災体制の拡充、そして市民の皆様が適時適切に避難することが可能になる取組を進めているところです。
しかし、令和５年６月２日大雨において、本市も大きな被害を受けるなど豪雨災害は後を絶たず、今後も全国各地で発生す
ることを大変危惧しています。
大規模な災害が発生した場合において、被害を最小限にとどめる「減災」には市民の皆様一人ひとりの「自助」と、お互いを
助け合う「共助」の行動が非常に重要になります。災害による人的被害の多くは、避難をしないことや避難が遅れた場合のほ
か、豪雨・浸水時における屋外への移動途中、高齢者など要配慮者の被災になっています。これからは、「自助」、「共助」、そし
て「『自らの命は自らが守る』という意識のもと、自らの判断で早めに避難行動を起こし、行政がそれを全力で支援する」、住
民主体による防災意識の高いまちづくりが必要になります。
本ガイドブックは、想定最大規模の降雨を対象とした洪水浸水の想定区域図などから各地域の災害危険度を知る「気づき
マップ」、洪水による浸水範囲とその深さを知る「浸水深マップ」、各地域の避難のタイミングを知る「逃げどきマップ」をわか
りやすくまとめています。また、本ガイドブックは、岩手県釡石市で防災教育にご尽力され、東日本大震災における津波発生時
には、約3,000人の小中学生が無事に避難することができた「釡石の奇跡」で知られる、東京大学大学院情報学環 片田敏孝 
特任教授の監修を受けて作成しています。
　日頃からお住まいの地域の災害危険度や浸水深、避難のタイミングなどを確認していただき、皆様の防災対策に役立て
いただければ幸いです。




